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平成３０年度 第８回糸島市教育委員会会議録 

 

（日  時）   平成３０年１１月２２日（木）１３時３０分から１４時３５分まで 

 

（場  所）   糸島市前原西１－１－１糸島市役所 １１・１２号会議室 

 

（出席委員）   德田 敬委員（職務代理者）、西 憲一郎委員 

松尾 実恵委員、宗 聖子委員 

 

（事務局出席者） 家宇治 正幸教育長 

泊 早苗教育部長、宗 真司教育総務課長、田中 健悟学校教育 

課長、波多江 修士生涯学習課長、岡部 裕俊文化課長、角 浩 

行文化課企画監（博物館館長）、原尾 宏志学校教育課指導係長 

兼指導主事、高田 和宏教育総務課総務係長 

 

（傍聴人）    なし 

 

１ 会議事項 

（１） 会議録署名委員の指名 

（２） 会議録の承認 

（３） 教育長の報告 

（４） 議事  なし 

（５） 協議事項 なし 

（６） 報告事項 

・平成 29年度生徒指導上の諸問題に関する調査分析について 

・日本語指導を必要とする外国人児童生徒の状況について 

・糸島市体育施設指定管理者の選定について 

・糸島市立伊都文化会館指定管理者の選定について 

 （７）その他 

     ・各課業務の主な取り組み状況と課題について 

     ・教育委員から 

    ・その他 

 

２ 開 会 

（家宇治教育長） 
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委員会開会を宣告  １３時３０分 

定刻となり、傍聴者がないこと、全員出席であり定足数に達し会議が成立して

いる旨の教育長による報告。 

 

（１）会議録署名委員の指名 

（家宇治教育長） 

会議録署名委員については、松尾 実恵委員を指名する。 

 

（２）会議録の承認 

（家宇治教育長） 

事前配布された平成３０年度第７回教育委員会会議録の記載事項について、お 

諮りする。ご指摘のある方はお願いする。如何か。 

（委員全員） 

  なし。 

（家宇治教育長） 

  異議なしで会議録を承認し、会議を進行する。 

    西委員は後ほど会議録に署名をお願いする。 

 

（３）教育長の報告 

   （家宇治教育長） 

      ・各学校での研究発表会、実践報告会等様々な取り組み 

      ・生涯学習課福岡県市町村対抗駅伝の参加 

      ・博物館等への視察対応について 

   今回、管内教育長会については公務の都合により代理出席したため、教育部

長から行う。 

(泊教育部長) 

   ・わいせつ行為等の不祥事撲滅について 

 ～配布資料(資料１)に基づき報告～  

  市教委としても重く受け止め、小中校長会等を通じ更に指導の徹底を図ってま

いりたい。 

 

 （４）議事  なし。 

 

  （５）協議事項 なし。 
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   （家宇治教育長） 

会議次第に沿って （６） 報告事項に移る。 

 

（６）報告事項 

（家宇治教育長） 

まず、平成 29年度生徒指導上の諸問題に関する調査分析について 報告 

を求める。 

   （学校教育課 原尾指導係長兼指導主事 ） 

      (配布資料に基づき説明) 

      １ 暴力行為の発生件数、状況 

        ☞ 全国値の増加傾向は小学校で増加、中学校で減少しており、暴力行 

為の低年齢化が見て取れる。本市では対教師暴力は小・中ともに減 

少傾向にある。生徒間暴力は小中ともに増加している。 

      ２ いじめの認知件数、状況 

        ☞ 全国平均と比較してかなり低い。糸島市では中学校の認知件数が減 

少。いじめを認知した学校数は小学校１４校、中学校６校。 

 ３ 出席停止の状況 

      ４ 不登校児童生徒数 

 

         ☞ 不登校者数の割合は全国値より高い傾向にある。 

           対前年でともに増加、小学校＋１０人、中学校＋３６人 

◎ 学年別の不登校者数 

☞ 小６から中２まで、全国の出現率と比較しても本市の数値は高い。 

  中３の不登校率は全国と比較して低い。 

◎ 新規不登校の学年別実数 

         ☞ 小学校では５年生での新規不登校の出現率が高い。 

           中学校ではどの学年でも出現率が高くなっている。特に中２の出 

現率が増加。 

         ☞  対前年で比較した場合、増加している状況を考えると、不登校兆 

候を示した段階で対応を見直す必要がある。新規に不登校兆候を 

示した児童生徒の要因を分析し、人間関係や学業等の不安を取り 

除く支援が必要である。すぐには要因を言えない子供もいること 

を念頭に、じっくり話を聞く時間を確保したい。 

◎ 不登校の月別増加数 

         ☞ 小・中ともに年度当初、夏休み明け、冬休み明けで欠席数が増え、 
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その後の月で年間欠席総数が３０日を超えることが多い。 

７月までの数値の多くは、昨年度不登校及び不登校兆候の児童生

徒だと考えられる。９月以降は新規の不登校及び不登校兆候の児

童生徒の可能性が高い。１学期末、２学期末の不登校兆候を示し

た児童生徒に対して長期休業中の働きかけが重要である。 

◎ 指導の結果登校するまたは登校できるようになった児童生徒の割合 

         ☞ 本市では復帰率は高い。 

           不登校数は多いが復帰率は高いことから、不登校後の支援は全国 

に比べうまくいっている。新たな不登校を生まない取組が必要か 

つ、課題である。 

（家宇治教育長） 

それでは、質問、意見あればお願いする。如何か。 

中学校で不登校者数が増えた原因についてはどのように捉えているか。 

    (原尾指導主事) 

       人間(友人)関係や学業の問題が大きな要因ではないかと考えられる。 

    (家宇治教育長) 

       年度によって学校からの対象者の捉え方も影響していることも挙げられる。 

ご意見、ご質問等あればお願いする。如何か。 

   （委員全員） 

      なし。 

   （家宇治教育長） 

      ないようであり、会議を進行する。 

      続いて、前回会議時に德田委員の方からご意見いただいた 日本語指導を必 

要とする外国人児童生徒の状況について 報告を求める。 

   （田中学校教育課長） 

      (配布資料に基づき説明) 

     ◎ 外国籍の児童生徒の状況（糸島市） 

      ☞ 本年５月調査において本市では、小学校７校１２名、中学校２名が在籍。 

日本語指導を必要とする児童生徒の状況（糸島市） 

      ☞ 小学校２校 ２名 何れもフィリピノ語 

        内、１校 担任外の教員による日本語指導及び教科指導(国語、算数)を 

毎日１時間実施。１校 同様に担任外の教員による日本語指導を中心に 

毎日１時間実施している。 

     ◎ 福岡県の状況 

◎ 義務教育諸学校における日本語指導の新たな体制整備について 

(文科省資料) 
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◎「特別の教育課程」による日本語指導の実施判断について 

☞  日本語指導が必要だと認められる児童生徒のうち、「特別の教育課程」

による日本語指導の対象とすることが適当かどうかは、学校長の責任の

下、検討することとなっている。 

（家宇治教育長） 

それでは、質問、意見あればお願いする。如何か。 

    (德田委員) 

      日本語指導を受けた子どもたちで特に公立高校において、一般の生徒と比較 

して約７倍、中途退学者いると聞いたことがあり、日常言語を理解し、話せ 

るようになったことをもって安心するのではなく、実態の把握に努めていた 

だき、更に学校に対しても指導の取り組み、支援体制の継続・啓発をお願い 

したい。 

    (田中学校教育課長) 

      校長会等を通じ更に啓発していきたい。 

    (西委員) 

      外国籍の就学・指導の義務はどうなっているのか。外国籍の保護者の職業な 

      ど実態把握はどうか。 

 

    (田中学校教育課長) 

      保護者の就業などのはっきりとした実態把握はしていない。 

指導の義務はないが学校側の受け入れ体制が可能であるかにもよるが、改め 

て調査し保護者の職業などはデリケートな部分もあるため、可能であれば報 

告させていただきたい。 

   （家宇治教育長） 

      外国籍児童生徒の就学・指導の義務及び現に就学している児童生徒の保護者 

の就業状況等、改めて調査し、報告させたい。如何か。 

   （西委員） 

      了承した。 

   （家宇治教育長） 

      他にご意見・ご質問あればお願いする。如何か。 

   （委員全員） 

      なし。 

   （家宇治教育長） 

      ないようであり、会議を進行する。 

      続いて、糸島市体育施設指定管理者の選定について 報告を求める。 
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   （波多江 生涯学習課長） 

      配布資料のとおり指定管理者候補団体を選定しましたので報告します。 

      １ 施設の名称 

       ☞ 曽根体育館 他１２の体育施設 

      ２ 指定管理となる団体の名称 

       ☞ 公益財団法人 糸島市シルバー人材センター 

                代表者 理事長 春日 好則 

      ３ 指定の期間 

       ☞ 平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日まで 

（家宇治教育長） 

それでは、質問、意見あればお願いする。如何か。 

   （委員全員） 

      なし。 

   （家宇治教育長） 

      ないようであり、会議を進行する。 

      続いて、糸島市立伊都文化会館指定管理者の選定について 報告を求める。 

   （岡部 文化課長） 

       配布資料のとおり指定管理者候補団体を選定しましたので報告します。 

      １ 施設の名称 

       ☞ 糸島市立伊都文化会館 

      ２ 指定管理となる団体の名称 

       ☞ 株式会社福岡市民ホールサービス 代表者 代表取締役 椋野 晴彦 

      ３ 指定の期間 

       ☞ 平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで 

（家宇治教育長） 

それでは、質問、意見あればお願いする。如何か。 

    (西委員) 

      平成３０年度まで(現状は)はどうなっているのか。 

    (岡部文化課長) 

      これまでも株式会社福岡市民ホールサービスで結果的に同じ指定管理者とな 

ります。 

   （委員全員） 

      なし。 

（家宇治教育長） 

      ないようであり、会議を進行する。(７)その他に移る。 
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（７）その他 

（家宇治教育長） 

各課の取組状況及び課題について 報告を求める。 

配布資料に基づき各課長より日程報告 

（各課長） 

   教育総務課長   会議、研修等日程報告 

   学校教育課長   日程報告 

   生涯学習課長   日程報告 

   文化課長     日程報告 

   博物館館長    入館者の状況、企画展の開催、日程報告 

（家宇治教育長） 

     以上、報告に対してご意見等あればお願いする。如何か。 

  （委員全員） 

     なし。 

  （家宇治教育長） 

     それではないようであり、会議を進行する。 

     教育委員の皆さんから何か報告事項等あればお願いする。如何か。 

 

  （委員全員） 

     なし。 

   (波多江生涯学習課長) 

     平成３１年糸島市成人式における教育委員への割振依頼 

     ～配布資料による～ 決定。 

  （家宇治教育長） 

     それではないようであり、これでその他を終了する。 

    次回会議は１２月２６日（水）午後１時３０分からとしたいが、よろしいか。 

  （委員全員） 

     異議なし。 

  （家宇治教育長） 

     それでは次回は１２月２６日で決定する。案内は追って通知させる。 

 

 

３ 閉 会     委員会閉会を宣言   １４時３５分 
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糸島市教育委員会会議規則第１６条第３項の規定により、ここに署名する。 

 

 

     教育長 

 

 

委 員 

（教育長指名委員） 


